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  伐る 出す 流す 
 
 
⼭仕事のおんちゃんたち 
 

わだしら、⼩さい時（とぎ）ねぇ、あの春休みっつどほらぁ、親たぢぃ、「今⽇ほら、⼆⼈でぇ、⼭さ、
親⽗だのおんちゃんだち、⾏っでっから、おかず背負（しょ）っでけぇ」って。⼆⼈でほら、姪っこと
⼆⼈で、雪渡（わだ］って⾏ぐのよぉ。うん、お弁当持って。でまず、雪渡っとぎ、急いでくんだ。こ
っちも雪渡る、もっど⼭は⼭ほど雪渡るからね。ちょうど⼭さ着いだころ、⼗時ころ着ぐね。 
 ほっとぉ、雪焼けんなってぇ、ほら男の⼈さ、真ぁっ⿊になってんのは、雪に焼けでねぇ。ほっと、
わだしら、「だれそれおんちゃん、なぁしてそんなに真っ⿊ぐなったのぉ」って⾔うの。「雪に焼けたん
だぁ」って。「雪、焼けねぇべやぁ。雪、⽩いんだどぉ」って⾔う。「雪、⽩いもの。焼けるわけねぇべ
やぁ」って。「⽩いのが、太陽がほっちゃぁ光っとぉ、太陽の光でぇ、おらの顔、焼けんだぁ」なんて。
「体も、ほゆに真っ⿊ぐなったのぉ」って。「⼿ぇ出して⾒してぇ、⼿ぇ出して⾒してぇ」なんて、すが
んだ、出さねぇと。「ああ、うるせぇがきどもだなぁ、ほれぇー」なんて⾔（ゆ）って。「あらほんと、
顔ばり真っ⿊だっちゃなぁ」なんて⾔（ゆ）っでね。 
 こんど、お昼休みぃ、みんなお昼休みしでっと、ソリあるんだわ、⼤っきいソリ。ほら⽊を付けで引
っ張るソリだからねぇ、こんな幅広いソリ⼆本。あのモッタっつの附けで、ほれ⾛るわけっしゃ。それ
を持だれないがら、引っぱっできてぇ、なんとかこう雪をならして、下り坂さ⾏って、⼆⼈で乗るのよ。
今度運んでくる時、みんな端（はじ）まで、そのソリをね、持っで⾏かれないんだわ、現場まで。うん、
重いの、⼦どもたぢ⼒で上がらないは。でぇ、「⼆⼈しで⾏っだどぉ」なんて。帰っできて怒（おご）ら
れで。「おかずなんか、おまえら、持っで来っこどねぇー」なんて怒（おご）らって。でも、⾯⽩いんだ
ぁ、⾛るし、うん。（『升沢にくらす』p.247） 
 
 
眼まなぐギツッとして 
 
 毎⽇ね、おらぁ、炭焼いっぽうだったからね。だから、稼（かしぇ）がねば、⾷べらんねから、毎⽇
⼭さ⾏って、稼（かしぇ）いでも⾷うだけやっと。⾷べるばりでね。うーん、ほら、旦那は戦争さ連（ち
ぇ）でがったしね。あどうちのおじいさんとおばあさん、いだんだげっども、じいちゃんは⼼臓悪い、
働かないしね。ばあさんは働くんだげっども、年取ってっしね。んだから難儀したの。私⼀⼈して、う
んと難儀した。 
ソリで⽊ぃ出すとき、もう崖（がぁけ）ね、ほれ、お舅じんつぁんはね、ソリ曳ぐと、こう、チクチク
曲げてけたんだけっども、⼥（おなご）だもの、⼒ねがすぺや。「さあ、こご、⾜⼀つ外（はず）しぇば、
おれ死ぬんだなぁ」と思ってね、曲がり⾓さ来たら、眼（まなぐ）ギツッとして、仕事しで歩いたよぉ。
あの、朝起きっとね、体（からぁだ）痛（いで）くて、体（からぁだ）痛（いで）くてね、ほのころの、
ご飯炊くの、ハガマでいっそうで炊いたからね、このクドさ⽕ぃ焚くのが⼤変だったの。しゃがまらね
んだ、体痛くで。⼒仕事したからね。脛から腰からみな痛（いで）くて。ほんでも稼（かしぇ）がなぐ
ないから、稼（かしぇ）いで。 
 だから、おれ、「死ぬっけぇ難儀しだ」って⼝（くっ）ちゃ出たんだ。（『升沢にくらす』p.269） 
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